
都市型電動シェアサイクルの可能性
：サードステージを迎えたポロクル
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教授 有村 幹治

令和6年10月28日 全国シェアサイクル会議2024 in 札幌



講演内容
１．はじめに：北海道・札幌の地勢・人口
２．ケーススタディ：ポロクル
３．データ×サービス×エネルギー×組織連携
４．より安全・快適な走行環境の創造へ



2020年国勢調査速報値（ 2021年6月1日）：人口522万人．5年前の調査から約15万人減少（2.9%減少）
出典：国土交通省北海道局「北海道の人口・経済、交通ネットワーク、地域構造等に関する基礎資料」，令和４年３月28日

人口減少がいち早く進む北海道

2023年12月22日 ２０５０
年道民３８２万人 人口推
計２０年比２６％減 ６７
市町村半数以下



北海道の生産空間・市街地・圏域中心都市
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考え方

生
産
空
間

■『圏域中心都市』及び『市街地』を除く
メッシュを対象として（①又は②）となる
場合
①メッシュ内に居住人口がある
②メッシュに占める田畑の面積が20%以
上※２

市
街
地

■『圏域中心都市』を除くメッシュを対象と
して（①又は②）となる場合
①メッシュ内の居住人口が500人以上※３

②地方自治体の役所・役場・支所が所在す
るメッシュ

圏
域
中
心
都
市

■以下の①～③に基づき圏域中心都市を含む
自治体を設定し、これに合致する１9市・5
町のDID※４となる場合
①『通院依存なし』かつ『救急搬送（一
次）依存なし』

②『入院依存なし』又は『救急搬送（二
次）依存なし』

③『医療関連施設集積又は供給』水準が確
保されている

生産空間
市街地
圏域中心都市

100km

冬・国内外からの観光客・高齢自動車社会
異なるサイクルシェア導入ポテンシャル

ブラキストン線
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札幌市の人口構成予測
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２０５０年人口推計 札幌市１８０万人割れ 出生数の低下影響
札幌市の人口は２０２０年にピークを迎え、５０年には１８０万人を割り込む見通し
出典：札幌市将来推計人口（令和4年推計）



高粒度人流データ（GEOTRA Activity Data）
2022年9月

道央圏の重要性：価値感の変化とインフラに与える影響



２．ケーススタディ：ポロクル



ポロクル：取り組みの変遷

青白赤



平成20年10月 北海道モビリティカフェ
「マチにシェアサイクルをインストールする」
1. 目的と目標設定の明確化
2. 需要調査とユーザーの分析
3. ステーション配置計画
4. 顧客/車両管理技術とシステム導入
5. 財政計画と資金調達
6. 運営体制とメンテナンス計画
7. プロモーションと教育/交通安全計画
8. モニタリングと利用者とのコミュニケーション

9. 都市交通政策を支えるデータセット構築・可視化・連携
10. ポロクル：価値観のシェア



利用回数と会員数の推移（令和6年9月末）

11月認定
NPO設立 E-Bike化



１日パス売り上げ件数

• 2024年度：外国人観光客による1日パス対
面窓口購入と専用WEBからの購入が増加

• 専用WEBは昨年比２倍以上
• インバウンドは約35%を占める



電動シェアサイクルの効果：トリップ長の拡大（2019年）

電動化
坂道に強い

定山渓方面

銭函・小樽方面
モエレ沼公園

羊ケ丘展望台
札幌ドーム

真駒内公園

出典：萩原亨「都市交通と⾃転⾞について〜ポロクルの事例より〜」産官学研究フォーラム 2019年6月28日



電動シェアサイクルの効果：トリップ長の拡大（2023年）



電動シェアサイクルの通過位置分布（2023年）



インバウンド周遊状況
• １分間に１回緯度経度を記録
• 2023年度の1DAYPass周遊行動を可視化
• 小樽運河，支笏湖，エスコンフィールド，モイレ沼，
大倉山 etc.

• 最大77km移動

電動シェアサイクル
モビリティの拡張



３．データ×サービス×エネルギー×組織連携



札幌市都市圏の交通手段別ODパターン
Monocentric city

２０２２年８月徒歩OD ２０２２年８月自動車OD
GEOTRA Activity Data



出典：Melbourne, 20-minute neighbourhood，Image  
source: State Government of Victoria

出典：The street space distributed in a 15-minute city.
Illustration by: N.Bascón / for Paris-en-commu

Walkable city 住宅と諸活動の近接性



15分アクセス圏：札幌市の事例（潜在アクセス可能人口分布）

飲食店 教育施設金融施設食料品取扱施設

医療施設 都市公園文化施設福祉施設

Walkable city エリア毎に再編の向き不向きが



出典：札幌市総合交通計画改定版2020年

サイクルシェア：計画的位置づけ
公共交通との連携？



MaaS 新しい移動体験/価値の提案

出典：MOBILITY  AS A SERVICE EXPLORING THE OPPORTUNITY FOR  MOBILITY AS A SERVICE IN THE UK．CATAPULT

旅行の計画

簡単な予約決済

フレキシブルな決済

動的な旅行マネジメント

個人にあわせたサービス



出典：ポロクルWEBサイト

23番ポート＝トヨタレンタリース札幌 札幌駅東
店ポート（中央区北5条東1-2-４）

ポート配置とサービス連携



出典：© 2020 地域公共交通のトリセツ（取組説明書）

移動サービスの多様性とデータ連携の可能性



出典：Glenn Lyons, Paul Hammond, Kate Mackay, The importance of user perspective in the evolution of MaaS, 
Transportation Research Part A: Policy and Practice, Volume 121, March 2019

認知負荷の視点によるMaaSの統合レベル

道路設計の場合
・人・⾞両・道路のコミュニ
ケーション
・欧米諸国：セルフ・エクス
プレーニング・ロード

（Self-explaining Road）概念
・1990年代にオランダで提案
・「道路を見ただけで，安全な
使い方を直感的に把握させる」
計画手法
・道路設計の簡潔性・明確性
・道路横断面構成、交差点形
式、交通運用等の要素をバラ
ンスよく協調
・適正速度の達成や安全性の
⾃然な向上を図る

セルフ・エクスプレーニング
な移動環境



水素アシスト×サイクルシェアリング，ベロタクシー

複数台導入された場合，再配車・モジュール交換・充填作業等が発生
都市内モビリティ×他分野の協働．水素サプライチェーンを構築できるか？



４．より安全・快適な走行環境の創造へ



• ⾃転⾞+電動⾃転⾞交通事故の件数
2019~2023：4,180件（全事故数21,681件）
2023：881件（全事故数4,591件）

出典元 警察庁https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/opendata/2023/opendata_2023.html

自転車+電動自転車交通事故の件数
2019~2023年：4,180件（全事故数21,681件）

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/opendata/2023/opendata_2023.html


出典：北海道交通安全協会



ポロクル：交通安全啓発活動参加などの取組み
自転車ヘルメット着用促進モニター事業

（北海道環境生活部くらし安全局道民生活／札幌方面中央警察署）
・北海道からポロクルへヘルメット60個を貸出
・ポロクルはそのヘルメットの貸出及び返却等に係る業務、モニター募集、アンケートの配布と回収を行う。
（貸出数：58件、アンケート回収数：58）

中央警察署でも
借りられることを
ポロクルSNS等で周知

北海道環境生活部
WEBサイトでの周知

▼アンケート結果（抜粋）



大通まちづくり株式会社と連携した取組

▲水やりの様子

◎西2丁目線植栽管理（6月17日～11月7日）
違法駐輪問題の改善や景観向上のために設置された、西2丁目線 “駐輪場” 及び “植

栽” の管理・整理整頓・清掃を実施。魅力的なまちづくり実現に取り組んだ。
マネジメントを事務局が担い、クルーがプランターへの水やり、駐輪された自転車の

整理整頓、歩道上の清掃を行った。

関係機関：札幌市
大通まち会社
二番街商店街

◎札幌大通地区放置自転車貼札活動（9月19日）
札幌大通まちづくり会社の自転車マネジメント部会による、札幌大通地区放置自転車

貼札活動。大通地区（南１条～南４条）を対象に、駐輪中の放置自転車に駐輪場への移
動を促すチラシの貼り付けを行った。
事務局が、自転車マネジメント部会のメンバーとして活動に参加。

関係機関：札幌大通まちづくり会社

▲貼り付け作業の様子



多様なニーズに対応し、新たな賑わいの創出に資する道路空間利活用実証実験に参画。車道走行を促すため、車道から
乗り入れ可能なポートを設置した。また、ベロタクシーと連携した取り組みも実施した。

関係機関：札幌都心交通研究会
道路空間利活用部会
札幌大通まちづくり株式会社
北海道開発局、北海道運輸局
北海道警察、札幌市

◎南1条通における道路空間利活用実証実験「わざわざわストリート」（６月16～30日）

車道から乗り入れ可能なポートを設置

資生館小学校の５年生を対象に、札幌市にある様々な「公共交通」について学ぶための講演を行った。
関係機関：札幌市立資生館小学校

札幌大通まちづくり株式会社・バス協会・ハイヤー協会

◎資生館⼩学校での公共交通等の総合学習（7月30日）

▲講演の様子５年生からの感想カード

大通まちづくり株式会社と連携した取組



三田村写真

出典：札幌市：札幌都心部 ⾃転⾞通行位置の明確化の取り組み 

自転車通行位置の明確化の取り組み



自転車事故ヒートマップ（2023年）



電動シェアサイクルの通過位置分布（2023年） 自転車事故ヒートマップ（2023年）



矢羽根型路面標示の設置効果

観測データから機械学習モデル（SVM）を構築
ブルーレーンor歩道の選択要因を抽出，ブルーレーン設置前後で比較
スポーツサイクル利用者は車道側にシフト，シティサイクル利用者は歩道側が多い

出典：室蘭工業大学有村研究室



北1条通アーバンネット札幌
ビル前南側ポート(2019年)

2012年

矢羽根型路面標示とシェアバイクの連動



ロンドン:サイクルスーパーハイウェイ
バークレイズ・サイクルハイヤー



日本シェアサイクル政策研究会による政策提言 2024年7月30日
➢ 公共交通に対するシェアサイクルの位置付けを明確化すること
➢ 自転車関連事故の削減を目的とした取り組みを促進すること
現状において、各地方公共団体がシェアサイクルを政策として実施する場合、地方版⾃転⾞活用推進計画への位置
付けだけではなく、公共交通機関との連携の観点から地域公共交通計画等にシェアサイクルを位置付けることが重
要であるが、横串となる国の上位計画には、公共交通とシェアサイクルの関係性が明確に位置付けられていないた
め、公共用地へのポート設置などシェアサイクルの利用促進の肝となる点について、地方公共団体ごとに関与の在
り方の粒度が様々である。交通政策基本計画にて、シェアサイクルは公共交通の一部を構成するもの、もしくは公
共交通を補完するものとその役割を明確化し、公共性の担保と都市における交通課題の解消に寄与する存在として
位置付けるべきである。

シェアサイクル利用者を含む全ての⾃転⾞利用者に対し、交通事故（⾃転⾞
関連事故）を未然に防ぐことを目的とした、交通ルール・マナー遵守の徹底
を図るべきである。

また、⾞道と構造的に分離した⾃転⾞通行空間整備の促進を図るとともに、
わが国では曖昧である道路の機能設定を明確化し、大胆な速度抑制策と流入
抑制策をも含めた道路環境の改善を促進し、シェアサイクルを含む自転車と
公共交通との連携により自動車に頼らずとも移動ができる環境の形成に向け
た取り組みを進めるべきである。

出典：日本シェアサイクル政策研究会（ https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000146729.html ） FIN.
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